



《中学校展開例１》

１　小題材名　　家庭の仕事と役割分担について考えよう（技術・家庭科）

２　学習のねらい　
　○　自分の家庭生活を振り返り、家庭の仕事や役割について積極的に考えることができる。

　○　家族関係をよりよくする方法を考え工夫することができる。
３　展開例

　○　授業時間の目安　　　２時間

　○　活用するワークシート　ワークシート１

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時のねらいを知る。

家庭の仕事とその役割分担について考えよう。
２　グループに分かれ、ワークシート１設問１の場面設定のロールプレイングを行う。

1 　①　マンガの会話の続きを考えさせる。

　②　各グループごとにロールプレイングの発表を行う。

３　グループごとにロールプレイングを行って、どのように思ったか発表する。

４　自分の家庭生活を見つめる。

・　家庭の仕事には、どのようなものがあるのか。

・　それらの仕事は、主に誰が行っているのか、ワークシート１設問２に書き込む。

・　気付いたことの発表。

※　ワークシート１の活用

５　家事分担に関するデータを読み取る。
①　資料２「共働き世帯数の推移」のデータ

②　資料３「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についてのデータ
③　資料４「夫婦の生活時間」についてのデータ

④　資料５「育児期にある夫婦の育児、家事及び仕事時間の各国比較」についてのデータ
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６　家庭における仕事とその分担について、考えたことを話し合う。
７　よりよい家族関係を築くにはどうしたらよいか考える。

	○　はじめに、マンガのシナリオどおりに会話させる。生徒に会話の続きを考えさせ、それぞれの役割になりきって、思うままに、会話させる。

○　ロールプレイングを通して、生徒が性別役割分担意識やジェンダーにも気付くよう助言する。
○　自分の家庭生活を振り返らせ、家庭の仕事やその分担の現状を把握させる。

※　ワークシート１設問２の仕事内容については、各校の実態や実施時期にあわせて項目を加除し活用する。

※　各家庭の現状を否定することのないように配慮すること。
○　データを正しく読み取ることができるよう適宜、解説する。
【参考】

※　各資料のデータから読み取ることができるのは、次のとおり。

○　資料２「共働き世帯数の推移」

・　夫が雇用者（サラリーマン）世帯の妻の就業状況をみると、昭和５５年には男性片働きの世帯数は共働き世帯数の２倍近くあったが、現在は共働き世帯数が上回っている。その背景として、女性の社会進出や経済情勢の変化などがあると考えられる。

○　資料３「夫婦の役割分担意識」

・　1979年調査では、「賛成・どちらかといえば賛成」の割合が７割を超えていたが、2004年調査で、初めて「反対・どちらかといえば反対」（計48.9％）が「賛成・どちらかといえば賛成」（計45.2％）を上回った。2007年調査では、初めて「反対・どちらかといえば反対」（計52.1%）が半数を超えた。
（次ページに続く）
○　資料４「夫婦の生活時間」

・　男性の家事・育児・介護等に関わる時間は、妻の就業状況に関わらず３０分程度と非常に短くなっている。

○　資料５「育児期にある夫婦の育児、家事及び仕事時間の各国比較」

・　日本の男性の家事・育児に費やす時間は、世界的に見ても最低の水準である。

○　ロールプレイングやワークシート１の設問１・２、家事分担に関するデータの読み取りを踏まえた上で、自分の考えをまとめるよう助言する。

○　家族が協力して家事、育児、介護を行う必要があることや、家族が互いに立場や役割を理解し、協力してよりよい家族関係を築くことが大切であることに気付かせる。


－中２－

【ワークシート１】
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家庭の仕事と役割分担について考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

　１　ロールプレイング　～マンガのセリフを役になりきって演じてみよう～
◆配役

	登場人物
	状況設定
	演じる人

	あおば
	高校生。結婚１年目の兄の家に遊びに来た。
	

	ひろし
	あおばの兄。結婚１年目。
	

	やよい
	ひろしの妻。結婚後も仕事を続け共働き。
	

	すみれ
	あおばの母。ふじおと結婚後も仕事を続けている。
	

	ふじお
	あおばの父。
	


◆会話　　

	テーマ：家事って、だれの仕事？
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（出典：福島県男女共同参画高校生副読本）
☆この会話の続きも考えて、続けて演じてみましょう。




－中３－

２　下の仕事をする人はだれですか？おもにする人→◎、時々（週２～３回）する人→○

　　◎、○をつけてみましょう。

　　そして、◎→３点、○→１点で、合計点も出してみましょう。

	自分から見て
	自分
	
	
	
	
	
	
	将来

の

自分

	　　　　　　　　　仕事・学年

内　容　　　　　　
	中１
	
	
	
	
	
	
	

	食料品・日用品の買い物
	
	
	
	
	
	
	
	

	食事の準備
	
	
	
	
	
	
	
	

	食事の調理
	
	
	
	
	
	
	
	

	食事の片付け
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（洗う）
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（干す）
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（取り込む・たたむ）
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（収納する）
	
	
	
	
	
	
	
	

	アイロンかけ
	
	
	
	
	
	
	
	

	衣類の修繕（つくろい）
	
	
	
	
	
	
	
	

	部屋のそうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	風呂そうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	トイレそうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	ゴミだし
	
	
	
	
	
	
	
	

	家計の管理
	
	
	
	
	
	
	
	

	育児
	
	
	
	
	
	
	
	

	介護
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもの学校行事への参加
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもの悩み相談
	
	
	
	
	
	
	
	

	町内会（地域）行事への参加
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　計　（点）
	
	
	
	
	
	
	
	


○　一番多く家事労働を行っている人は家族の中のだれでしょう？　（　　　　　　　　　　　）

※その他に、家庭の仕事があれば空欄に記入して考えてみましょう。

３　今日の授業で学んだことや感じたことをもとに、「よりよい家族関係を築いていくためにはどうしたらよいか」考えてみましょう。

また、「自分の家族ではどんな工夫をしていったらよいか」についても、考えたことを記入しましょう。

	


－中４－　　　　　　　　　　　　　　　　

《中学校展開例１（パターン２）》

１　主題名　　家族の協力について考えよう（道徳）

２　学習のねらい　

　○　家族を思いやる気持ちを育て、よりよい家族関係を築く心情を育てる。

○　自分の家庭生活を振り返り、家庭の仕事や役割を積極的に考え、家族の一員として、自分の役割を積極的に果たそうとする態度を養う。

３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート１－２

	学　習　活　動
	主な発問と予想される生徒の反応
	教師の指導ポイント

	１　ワークシート１－２設問１を記入する。

２　設問１を記入し、気付いたことを発表する。
３　ワークシート１－２の設問２を考える。

①　ワークシート１－２の設問２の資料を読む。
②　質問１～３について自分の考えを記入する。

③　記入した答えを発表する。

４　自分の生活を振り返る。

○　ワークシートの設問３を記入する。
５　教師の説話を聞く。

	○　家庭にどんな仕事があるか考えて見ましょう。

○　家事・育児・介護など家庭の仕事を主に担当しているのは誰ですか。
【質問１】

あおばが洗濯物を干している兄を見て驚いたのはなぜでしょう。

（予想される回答）

・　兄が結婚前に家事を手伝ったことがなかったから
・　男が家事をするとは思わなかったから

【質問２】

母親があおばではなく、妹のあきこに手伝いを頼んだのはなぜでしょう。

（予想される回答）

・　あきこは女だから

・　あおばにできないと思ったから

【質問３】

あおばはどうして手伝おうと思ったのでしょうか。

（予想される回答）

・　母ばかり大変だと思った

・　母に楽してもらいたかった

・　自分も役に立つということを認めてもらいたかった
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　・　自分にもできる仕事があると気付いたから
○　自分の分担する家庭の仕事の内容や量は適当だと思いますか。

（予想される回答）

・　もっとできることがある

・　十分手伝っている
○　男女に関わりなく、家族それぞれが自分にできることをしあい助け合うことでどう変わると思いますか。

・　自分の時間が持てるようになる

・　家事の負担が軽くなり、お互いに必要としあうことで家族の大切さを強く感じるようになる。
	○　ワークシートを記入し、家事の分担に偏りがないか考えさせる。
○　家庭における性別役割分担意識について考えさせる。

○　家庭における自分の役割について考えさせ、家族を助けることができることに気付かせる。

（次ページに続く）

○　家事・育児・介護にも男女がともに関わり、家族が助け合っていくことが大切である。
○　実際に家庭で自分ができることを積極的に行うという意欲につなげる。


－中６－
【ワークシート１－２】
家族の協力について考えよう

１　下の仕事をする人はだれですか？おもにする人→◎、時々（週２～３回）する人→○

　　◎、○をつけてみましょう。

　　そして、◎→３点、○→１点で、合計点も出してみましょう。

	自分から見て
	自分
	
	
	
	
	
	
	将来

の

自分

	　　　　　　　　　仕事・学年

内　容　　　　　　
	中１
	
	
	
	
	
	
	

	食料品・日用品の買い物
	
	
	
	
	
	
	
	

	食事の準備
	
	
	
	
	
	
	
	

	食事の調理
	
	
	
	
	
	
	
	

	食事の片付け
	
	
	
	
	
	
	
	


	洗濯（洗う）
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（干す）
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（取り込む・たたむ）
	
	
	
	
	
	
	
	

	洗濯（収納する）
	
	
	
	
	
	
	
	

	アイロンかけ
	
	
	
	
	
	
	
	

	衣類の修繕（つくろい）
	
	
	
	
	
	
	
	

	部屋のそうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	風呂そうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	トイレそうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	ゴミだし
	
	
	
	
	
	
	
	

	家計の管理
	
	
	
	
	
	
	
	

	育児
	
	
	
	
	
	
	
	

	介護
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもの学校行事への参加
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもの悩み相談
	
	
	
	
	
	
	
	

	町内会（地域）行事への参加
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　計　（点）
	
	
	
	
	
	
	
	


○一番多く家事労働を行っている人は家族の中のだれでしょう？　（　　　　　　　　　　　）

※その他に、家庭の仕事があれば空欄に記入して考えてみましょう。

○上の表を記入して気付いたことを書きましょう。

	


－中７－
２【僕にもできること】

（登場人物）　僕：あおば、兄：ひろし、義姉：兄の妻やよい、あおばの父母、妹：あきこ
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（出典：福島県男女共同参画高校生副読本）
（マンガの続き）

「ただいま～。」

あおばが帰宅すると、オフクロが忙しそうに夕飯の支度をしていた。今まで気にもしていなかったけど、オフクロの後ろ姿が、なぜだか前よりも小さくなったような気がした。

「ひろしは元気だったかい？」「うん、義姉さんを手伝って洗濯物なんか干してたよ。」「へぇ～あの、ひろしがねぇ。」オフクロは、兄貴の変化にちょっと驚いたようだった。

居間では、風呂から上がったオヤジがいつものようにテレビを観ていた。

しばらくして、部活で出かけていた妹のあきこが帰ってくると、オフクロは

「あきこ、着替えたら夕飯の準備を手伝ってちょうだい。今日は仕度するのが遅くなっちゃって。」と声をかけた。

「ん？やっぱり変だぞ。」とあおばは心の中でつぶやいた。オフクロは、さっきからいる僕には何にも言わないで妹にだけ手伝いをたのんでいる。

夕食を食べ終わると、あおばは立ち上がって片付けを始めようとしたオフクロに向かって言った。

「いいから、いいから、オフクロは座っていて、片付けは僕とあきこがやるから。」

「え～、急にどうしたの。雪でも降るんじゃない？！」と妹が驚いた。

「今日、兄貴が家事を手伝っているのを見て思ったんだ。オフクロはオヤジと一緒に働いているのに、帰ってくるといつも風呂の用意や食事の支度をしてるだろ。たまにはオヤジのようにゆっくり休みたいんじゃないかなって。」

「そうかあ。」とオヤジは小さくつぶやいて、ちょっと考え込んでから、

「これまで母さんに甘えすぎていたかもな。ようし、あおば。父さんも皿洗いをするぞ！」と腕まくりをした。
「オフクロ、これからは片付けだけじゃなくて、僕にできることはなるべく手伝うようにするから、何でも言ってよ。」と言いながら、あおばは急に照れくさくなって、あわてて片付けを始めた。

あおばは、「ありがとうね。」というオフクロの声をなんか誇らしいような気持ちで背中で聞いていた。

－中８－
【僕にもできること】を読んで考えたことを記入しましょう。

【質問１】
	


【質問２】
	


【質問３】
	


３　今日の学習をとおして、気付いたことや家族の協力について考えたことなどを記入しましょう。
	


－中９－
《中学校展開例２》

１　題材名　　「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう（学級活動）

２　学習のねらい　

　○　現在や将来の生き方について社会的性別にとらわれない視点を持つことができる。

○　性別にとらわれることなく、ひとりの人間としてその個性や能力が尊重されることが大切であることを理解し、人間として互いに協力し尊重し合う態度を養うようにする。
３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート２

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時の内容を確認する。

「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう？

２　ワークシート２の設問２について考える。
・　気付いたことを発表し、話し合う。
３　ワークシート２の設問３について考える。
　・　生徒自身の経験について考える。
４　ワークシート２の設問４について考え、グループで話し合う。

　・　身の回りの出来事やメディア（広告・コマーシャル）の中に男女のかたよりがないか考える。

５　グループごとに発表する。

６　学習のまとめをする。

例）資料編１の先輩達のメッセージを読み聞かせする。
	○　ワークシート２の設問１の記入を事前に行っておく。
○　自分自身の正直な気持ちで考えさせる。

○　授業の中で回答を生徒にフィードバックする場合は、ワークシート２の設問１の「はい」の数が少ない方が良いといった捉えた方をしないように注意する。

※　「男性」に入れ替えた表現を考えることにより、性別で対になる言葉がないことに気付く。
※　合理的な理由がなく女性の場合のみ性別を示す修飾語句をつけた表現であることに気付く。

○　どんなことを言われたり、言ったりしているかを思い起こさせながら、自分自身にもジェンダーが刷り込まれていることを意識させる。

○　身近な出来事やメディアの情報の中にも固定化された「女らしさ」「男らしさ」があることに気付かせるとともに、情報を主体的に活用することの大切さも理解させる。

※　ワークショップの話し合いに必要な材料（雑誌、新聞広告、マンガ等）を持参させてもよい。

※　メディア・リテラシー→用語解説資料編

P19
例）・　調理系や洗剤系のＣＭには女性が出演していることが多い。

　 ・　女性が関わる事件は「美人」等の形容詞がつくことが多い。

○　各グループの意見を大切にし、自由に発表
出来るような雰囲気づくりをする

○　性別にとらわれることなく、ひとりの人間としてその個性や能力を発揮することができるようにするための実践のめあてが立てられるようにする。


－中１０－

【ワークシート２】
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「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）
１　次の質問について、あなたはどう思いますか？あなたの気持ちに近いものを選んでください。

	質問
	はい
	いいえ

	①　生徒会長や学級委員長は男子の方が向いていると思う。
	
	

	②　行事の受付は女子がいいと思う。
	
	

	③　合唱コンクールで男子がピアノ伴奏をしていると違和感がある。
	
	

	④　テレビのドラマに感動し、男子が涙を流すのは恥ずかしいと思う。
	
	

	⑤　力仕事は男にまかせた方がいいと思う。
	
	

	⑥　女子はあまりでしゃばらないほうがいいと思う。
	
	

	⑦　結婚したら、家事や育児は一緒にしたいと思う。
	
	

	⑧　結婚したら、男は家族を養うものだと思う。
	
	

	⑨　これからの男子は、料理や洗濯ができなくてはだめだと思う。
	
	

	⑩　やっぱり女子の幸せは結婚だと思う。
	
	


２　次の表現の「女性」を表す言葉を「男性」を表す言葉に入れ替えてみましょう。

　①　女　　　医　　→（　　　　　　　　）　②　女流作家　　　　→（　　　　　　　　　　）
　③　女性弁護士　　→（　　　　　　　　）　④　ママさんバレーボール→（　　　　　　　　）
　⑤　花嫁修業　　　→（　　　　　　　　）
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３　「男だから」「女だから」と言ったり、言われたりすることはありませんか。

　　また、そういう言葉は、どのようなときに言われますか。

－中１１－

４　身の回りの出来事やメディア（広告やコマーシャル）の中に男女のかたよりがないか思い出しながら、考えてみましょう。
	いろいろな情報
	どんなことを考えますか？かたよりはありますか？

	小学校時代の学級名簿の順番は
	※男子が先、女子が後。男女混合など。


	アイスのコマーシャル
	※アイスのコマーシャルは女の子の出演が多い、など。



	料理のコマーシャル
	※母親が料理を作っている場面が多い、最近は父親も料理を作っている場面がある、など。



	やせる薬の広告
	※女性が広告に使われていることが圧倒的に多い、など。



	栄養ドリンクのコマーシャル
	※働くサラリーマンが出演するコマーシャルが多い、など。


	シャンプーのコマーシャル
	※若い女性が出演するコマーシャルが多い、など。



	風邪薬のコマーシャル
	※女性が出演するコマーシャルが多い、など。



◇設問４を考えて、どのような感想を持ちましたか？　

	


５　性別にとらわれることなく、個性や能力を発揮するために気をつけることを書いてみましょう。　

	


－中１２－

《中学校展開例３》

１　題材名　　ジェンダーについて考えよう（学級活動）

２　学習のねらい　

○　ジェンダーを理解し、現状を認識することにより固定的役割分担意識等に気付き、望ましい男女共同参画社会の在り方について考えることができる。

３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート３

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時のねらいを知る。
資料から男女平等について考えてみよう。

２　資料を見て、気付いたことをワークシート３に記入し、発表する。

　（資料８～資料１２を抜粋して提示する。）

例１）資料８「女性の年齢階級別労働力率」のグラフ（日本）を見る。
　①　資料８を見て、気付いたことを発表する。
②　なぜ、３０歳代になると労働力率が低下するのか考え、発表する。
　③　日本と外国とを比較し、日本の現状を把握する。
　
　例２）資料１０や資料１２を提示し、日本と諸外国と比較する。

①　気付いたことを発表する

②　なぜそのような現状なのかを考える。
３　ジェンダーについての説明を聞く。

ジェンダー：生物学的な性差に対し、「男は仕事、女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、文化的につくられた性差
４　生活の中で、男女の役割の違いについておかしい・変だと感じることを考え、望ましい社会の在り方について話し合う。
５　望ましい社会に向け、自分なりのめあてを決め、発表する。
	○　女性の労働力率は、３０歳代を底とするＭ字カーブを描いていることを説明する。　
○　日本では、依然として結婚・出産・子育て期に就業を中断する女性が多いことを理解する。

○　アメリカ・ドイツ・スウェーデンでは、Ｍ字のくぼみが見られないことを説明する。欧米諸国では、出産・育児期の落ち込みは見られず、その要因として、仕事と子育ての両立支援策の充実等女性が働きやすい環境が整備されていること等が考えられることを説明する。
○　日本は管理的職業に従事する女性の割合が諸外国と比較し少ないこと、男女の賃金格差が諸外国と比較し大きいことなどを理解させる。
○　男女平等による社会の在り方を考えさせ、現実の状況を確認させる。

○　各グループで考えた男女の役割の違いについておかしいと感じたことを発表させ、望ましい社会の在り方についてまとめる。

○　これまでの生活を振り返り、具体的な実践目標が立てられるようにする。


－中１３－

【ワークシート３】

ジェンダーについて考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

	生物学的な性差に対し、「男は仕事・女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、文化的につくられた性差を「ジェンダー」といいます。

「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」といった性別による固定観念にとらわれず、男女がお互いに対等なパートナーとして尊敬し協力しあう社会、男女が共に自らの可能性を伸ばし、共に力を発揮して喜びも責任も分かち合う社会（男女共同参画社会）について、考えてみましょう。


１　資料から、どのようなことを感じましたか。
[image: image3]
２  私たちの生活の中で、男女の役割の違いについて「変だな」と思うことを調べてみましょう。

調べた内容について、みんなで話し合ってみましょう。
	
	変だなと思うこと
	どのようになるとよいと考えますか

	１
	
	

	２
	
	

	３
	
	

	４
	
	


３　今日の学習で思ったことをまとめましょう。
	


４　望ましい社会に向け、自分なりに取り組むことを書いてみましょう。
	


－中１４－

《中学校展開例３（パターン２）》

１　主題名　　男女の協力について考えよう（道徳）

２　学習のねらい　
○　固定的な性別役割分担意識にとらわれず、一人ひとりの個性を尊重しあい、男女が協力しあって生活しようとする態度を育てる。
３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート３－２

	学　習　活　動
	主な発問と予想される生徒の反応
	教師の指導ポイント

	１　ジェンダーについて考える。

①　ワークシートの設問１・２を記入する。
②　ワークシートの設問１・２で記入した内容を発表する。
２　資料（ワークシート３－２の設問３①②）を読んで話し合う。
①　資料を読んで、気付いたこと・考えたことを記入する。（自己の振り返り）
②　資料を読んだ感想を発表し話し合う。
	○　「～ができるのは男（女）だけだ。」「男（女）は～してはいけない。」ということはありますか。文章を完成させながら考えてみよう。

○　「男だから」「女だから」ということで、不公平な体験や得したことはありますか。
（予想される回答・設問１）

・　子どもを産むことができるのは女だけだ。

・　育児は男にはできない。

（予想される回答・設問２）

・　家事の分担で、女きょうだいは、両親にたくさん任されるが、男はあまり任されないので楽でいい。

・　サッカーが好きなのに、女子サッカー部がないので、部活に入れなかった。
○　学校での様々な場面で役割を性別で分けていることはないでしょうか。例えば、文化祭の準備や理科の実験の役割分担はどうですか。

（予想される回答）
・　男子は大道具係・女子は衣装係
・　男子は実験・女子は記録
（予想される回答）

・　今まで性別で分けて考えていた。

・　男だから、女だからといって決めつけてはいけない。
	○　自分の生活を振り返りながら、固定的な性別役割分担意識にとらわれていないか考える活動を通し、学習の方向付けを行う。
· 発表後、

①　設問１については、なぜ、そのように答えたか理由を発表させる。

②　設問２については、不公平な体験・良かった、得した体験を通して感じたことを発表させる。

○　ワークシート３－２設問３の②は、平成１７年に福島県男女共同参画ティーンズメッセージ事業の中学生部門の最優秀作品。郡山市の中学２年生の女子生徒から寄せられたメッセージ。
○　学校での役割を性別で分けていないかなど身の回りの生活におけるジェンダーについて、生徒が考える際のヒントを与える。また、男女が協力してよかった経験などを思い起こさせる。
（次ページに続く）

	３　教師の説話を聞く。


	○　「男だから」「女だから」と決めつけてしまうと、自分がしたいことができなかったり、選択が狭められて個人が持てる力を十分に発揮できません。

○　性別による固定観念にとらわれず、男女がお互いに対等なパートナーとして、尊敬し共に生きる社会を築いていくことが大切です。
	○　左記のような観点で教師の体験談等を含めて話すと効果的である。


－中１６－

【ワークシート３－２】

男女の協力について考えよう　　　　

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

　

	生物学的な性差に対し、「男は仕事・女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、文化的につくられた性差を「ジェンダー」といいます。

「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」といった性別による固定観念にとらわれず、男女がお互いに対等なパートナーとして尊敬し協力しあう社会を築くことについて、考えてみましょう。　


１　次の文を完成させてみましょう。

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができるのは男（女）だけだ。

②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は男（女）にはできない。

　

③男（女）は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してはいけない。

④男（女）は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべきだ。
２　あなたが今まで「男だから」「女だから」ということで受けた不公平な体験と、良かった・得した体験を書いてみましょう。

· 不公平な体験

	


○　良かった・得した体験
	


－中１７－
３　資料を読みましょう。　　

	①性別で分けて考えていいのかな？

[image: image4.png]



（出典：福島県男女共同参画高校生副読本）
②福島県男女共同参画ティーンズメッセージ（中学生部門最優秀作品）

「ブレーキをかけない女性に」

　「男女」という言葉を聞いてすぐに思い出したのは、学校の出席番号の変更です。私の今の出席番号は７番です。小学校５年生のときまでは30番前後でした。誕生日順にしても、苗字の順にしても、最初が男子、その後が女子と決まっていました。しかし、今は、男子も女子も含めて苗字の順で出席番号は決められています。男子も家庭科で調理実習をするし、私のような女子だって、技術科でのこぎり作業を行います。周りの大人にこのことを話すと、驚く人が多く、なぜ驚くのかと逆に私が驚かされます。
　 私は、男も女も違うのは性別だけだと思っています。重い物を持つなどの身体的な違いはあるかもしれませんが、もともと持っている能力は同じ人間なのだから、同じ可能性は持っていると思っています。可能性を伸ばすのは、性別ではなくて、自分の考え方だったり、夢に対する情熱ではないかと思います。しかし、男の方が強く偉い、女は弱いというイメージを持っている人が、大人の中に多いので、出席番号の話も、技術・家庭科の話も驚かれてしまうのではないでしょうか。
　 「男女共同参画社会」を実現するために、私が最も重要だと思うことは、女の人が自分の可能性の決めつけをやめるという点です。男性が優れていて女性は弱いというイメージは、実は女性が強く持っている気がするからです。
　 男性も女性もスタートも権利も同じです。お互いの優れている点、劣っている点を認め合い、それらを補う気持ちがなければ、男女が協力し合える社会は実現できません。少なくとも、私は一人の女性として、人間として、自分の可能性にブレーキをかけずに進んでいきたいと思います。


－中１８－

４　資料を読んで感じたこと、考えたことを記入しましょう。

	


－中１９－
《中学校展開例４》

１　題材名　　人権について考えよう（学級活動）

２　学習のねらい　

○　疑似体験を通して、社会は多様な人から成り立っていることや様々な人の立場を理解し、人権が尊重される社会の形成について考えることができる。
３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　２（１）時間
　○　活用するワークシート　ワークシート４

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時の内容を確認する。

①　社会は、多様な人々で構成されていることを理解する。

· 職業、年齢、性別、体格、障がい、言語　等

②　本時の学習のねらいを知る。

疑似体験を通して、人権が尊重される社会づくりについて考えよう
２　疑似体験を行う。
・　アイマスクをつけて教室を歩く。

・　目隠しで、ギザギザがついているシャンプーの容器や缶ビールの点字に触れる。
・　車いすに乗って廊下を移動する　など

※　１時間扱いとする場合は、別時に行う。

３　体験して気付いたこと、考えたことを話し合う。

· こわい、不安

· まわりの環境がわからない

· まわりの人のサポートが必要


４　ゲストティーチャーの話を聞く。
５　ゲストティーチャーの話を聞いて、分かったことや感じたこと、望ましい社会の在り方について話し合う。

・　まわりのサポートがあれば、自立した生活ができる

・　偏見の目で見るのではなく、助け合うことが大切

・　だれにでも自分らしく生きる権利がある　　　など

６　人権を大切にしながら生活していくための自分なりのめあてを決め、発表する。
	○　事前に体の不自由な方に対する意識やボランティアに対する考えについてアンケート調査を行う。

○　体の不自由な方に対して、同情心を持って接したり、逆に尊敬しなければならないという特別な意識を持つのではなく、人は、性別・体格・利き腕・年齢・障がい・言語などあらゆる面で一人ひとりが異なっている多様な存在であることについて生徒が理解を深めるように教師も意識して授業を展開する。


　　　　

【ユニバーサルデザイン】

年齢、性別、国籍、個人の能力にかかわらず、

はじめからできるだけ多くの人が利用可能な

ように製品や環境をデザインする考え方のこ
と。
（次ページに続く）

○　ゲストティーチャーに、福祉の在り方やともに生きるための望ましい社会の在り方について話していただく。
○　ゲストティーチャーをお願いすることができない場合は、ビデオ（写真）を紹介する。
※　ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参考３～６の頁（福島県体験活動・ボランティア推進センター、各市町村社会福祉協議会窓口一覧）を参照のこと。
○　話を聞いて疑問に思うこと等について、質問をさせた後、感想を書かせる。
○　人権とは「人間が人間らしく幸せに生きていくために不可欠な権利及び自由」であり、その権利は性別、性格、利き腕、年齢、障がい、言語などの違いから偏見・差別することができないということに気付かせるようにする。
○　これまでの生活を振り返り、具体的な実践目標が立てられるようにする。


※この展開例４は、展開例１～３のいずれかを実施したうえで行うと、男女共同参画の視点からさらに広い意味での人権について理解を深めることができる。

－中２１－
【ワークシート４】

人権について考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

１　今日の体験（アイマスク・車いすなど）をしてみて気付いたこと・考えたことを書いてみましょう。

	気付いたこと


	

	考えたこと


	


２　ゲストティーチャーの話を聞いて疑問に思ったことなどを書いてみましょう。
	


３　ゲストティーチャーの話を聞いて、どのような感想を持ちましたか。

	


４　これからの生活の中で大切にしたいことを書いてみましょう。
	※人権が尊重される社会の形成のために何ができるかについて　など



－中２２－

《中学校展開例５》

１　題材名　　進路について考えよう（学級活動）

２　学習のねらい　

○　夢実現のための進路について関心を持ち、意欲的に取り組む姿勢を持つことができる。

○　進路を考えるにあたり、性別にとらわれることなく、自分の興味関心・希望にあった職業を選択する視点を持つことができる。
３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　２時間

　○　活用するワークシート　ワークシート５

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時のねらいを確認する。
進路について考えよう。

２　自分の夢について確かめる。

　　設問・・あなたが将来就きたい職業は？

　※　ワークシート５設問１の記入
・　自分の進路選択について考える。

・　夢・適性・道筋・仕事の内容・現在の課題など
３　自分の将来の夢を発表する。

・　なりたい自分の夢と現実について

４　ワークシート５の設問２を記入し、発表する。
５　ジェンダーについての説明を聞く。

ジェンダー：生物学的な性差に対し、「男は仕事、女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、文化的につくられた性差

６　性差にとらわれず自己実現した人生の先輩の体験談（ゲストティーチャーの活用）を聞く。

　・　中学校の先輩たちの経験談

　・　保護者による経験談
　
７　学習のまとめをする。
	○　自己の夢ばかりでなく、適性等の諸条件を勘案し、なりたい自分を捉えさせる。

○　可能性を大切にさせ、現在の自分について考えさせ、将来解決しなければならない課題を検討させる。

○　将来の夢を発表させることで、職業の選択にも個性があらわれていることに気付かせる。

○　個人の発表内容を尊重し性差による固定思考や実現可能か不可能か等の判断はさせないようにする。

○　職業を選択する際に、無意識に男女の差で選択していないか気付かせる。

（次ページに続く）

○　私たちの社会には、人の数だけ様々な生き方があり、性別にとらわれず自分らしさを大切にそれぞれの生き方を選択し、自己実現していくことの大切さに気付かせる。

また、希望がもてる示唆に富む体験談としたい。

※　体験談を読むことでもよい

※　様々な職業の方々の体験談を聞くこと・読むことが重要。

※　ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参考３～６の頁を参照のこと。
※　参考資料　内閣府男女共同参画局作成ビデオ「広がる未来！私が選ぶ　チャレンジする女性たち」：宮板金職人や生物物理化学者など５名の女性が紹介されている。福島県人権男女共生課でも貸出可。内閣府男女共同参画局ホームページ（http://www.gender.go.jp/c-challenge/video/）に概要が掲載されている。
○　本時の学習を振り返りながら、卒業後の進路実現に向け、どのようなことをすればよいか考え、発表させる。


－中２４－

【ワークシート５】

進路について考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

１　中学校を卒業後の進路について考えてみましょう。
	１
	自分が考える進路
	

	２


	将来つきたい職業


	


２　次の仕事は、だれがつくと思いますか？　○をつけてみましょう。その理由も考えてみましょう。

[image: image5.png]


　（出典：福島県男女共同参画高校生副読本）
	№
	仕　　事
	男性
	女性
	どちらでも
	理　　由

	１
	病院の医者
	
	
	
	

	２
	病院の看護師
	
	
	
	

	３
	幼稚園・保育園の先生
	
	
	
	

	４
	家庭科の先生
	
	
	
	

	５
	宇宙飛行士
	
	
	
	

	６
	トラック・ダンプの運転手
	
	
	
	

	７
	レスキュー隊・消防士
	
	
	
	

	８
	裁判官
	
	
	
	

	９
	政治家
	
	
	
	

	10
	研究者・学者
	
	
	
	


－中２５－
３　ゲストティーチャーの話を聞いた感想を書いてみましょう。
	


４　今日の学習で、職業を選択するときに、どのようなことを大切にしていきたいと思いましたか。また、卒業後の進路実現のためにどのようなことをすればよいか考え、書いてみましょう。
	


－中２６－
気付いたことを書いてみましょう。


























































































































－中１５－





※　シャンプー容器には、リンスと区別するためにギザギザがついている。目が不自由であろうとなかろうと誰にとっても便利なデザインとなっている。


※　缶ビールには、ジュースやお茶の缶と間違うことのないように、点字で「ビール」と書いている。


→これらは、「ユニバーサルデザイン」の考え方を取り入れてつくられたものである。











－中２３－














・言われたことが　　　　ある　　　・　　　ない





・言われたことがある人に聞きます。どのようなときに言われますか。
































－中２０－





－中５－






















































































－中１－













































































